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平成27年 3月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向等を踏まえ、平成26年 5月 8日に公表した平成27年 3月期通期業績予想を下記の通り修正い

たしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１．平成27年 3月期通期業績予想数値の修正（平成26年 4月 1日～平成27年 3月 31日） 

 (１)連結 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 85,000 5,300 5,400 3,100 67.06

今回修正予想（Ｂ） 83,000 4,600 4,750 2,800 60.57

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 △700 △650 △300 

増減率（％） △2.4 △13.2 △12.0 △9.7 

(ご参考)前期実績 
（平成26年 3月期） 

76,275 4,280 4,458 2,544 55.03

 (２)個別 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 80,000 5,100 2,950 63.81 

今回修正予想（Ｂ） 78,000 4,450 2,650 57.32 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 △650 △300  

増減率（％） △2.5 △12.7 △10.2  

(ご参考)前期実績 
（平成26年 3月期） 

70,021 3,765 2,210 47.82 

 
２．修正の理由 

当社グループの事業環境につきましては、主要な顧客であります石油・石油化学業界では、プラントメンテナ

ンス費用の削減や設備投資の抑制が継続しております。加えて、国内プラント市場の全体的な縮小により、同業

他社との競争も激化しております。 

当第2四半期累計期間においては、完成工事高は期初予想したプラント老朽化対策・事故防止対策・安定稼働

のためのメンテナンス投資が抑制気味に推移した結果、改造・改修工事および日常保全工事において、前回発表

値を下回る結果となりました。 

また、損益面においても完成工事高の減少に伴い各利益が減少し、前回発表値を下回りました。 

通期業績予想につきましても、メンテナンス投資が期初予想を下回っており、加えて、材料価格や人件費、外

注加工費の上昇が見込まれ、連結、個別業績とも、前回発表予想を下回る見込みです。 

 

（注）今回の予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の 

業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
                                               以 上 
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